
　第 21 回「中央大学ホームカミング

デー」（主催・中央大学）が 10 月 28

日に多摩キャンパスで開催されること

が決定しました。本イベントは卒業生

が母校に集まり、母校への理解と学員

の相互親睦をはかることを目的に開催

されています。卒業生の同窓会組織で

ある学員会の各支部も、毎回、支部活

動の一環としてこのイベントを活用し

ています。

　イベント当日は、地域支部、年次支

部、職域支部、同窓会、ゼミＯＢ・Ｏ

Ｇの集合場所として教室の貸出（事前

申込必要）を行っています。多摩ＯＢ

にとっては懐かしい、駿河台や後楽園

ＯＢにとっては物珍しい多摩キャンパ

　全国にはたくさんの中央大学卒業生

の同窓会が存在します。この中で、学

員会本部に届け出をし、登録された学

員会支部は、地域・年次・職域などで

226存在します。登録された支部は大学

施設の利用や活動資金の補助などの支

援が受けられます。

ホームカミングデーに集まろう
同窓会＝学員会支部活動の活性化のために

スの散策を楽しみ、その後、ヒルトッ

プ（食堂棟）の生協学生食堂などで懇

親会を開催する支部もあります。

　また、飲食や古書販売などの模擬店

を出店する支部もあります。模擬店出

店の収益は会の活動費や大学への寄付

金に充てるなど、支部活動の活性化の

ためにホームカミングデーは大いに活

用できます。

　今年は東日本大震災被災地の早期復

興を祈願し、復興支援企画も検討され

ています。より多くの卒業生＝学員の

参加で、イベントを成功させましょう。
※ 第 21 回ホームカミングデーの模擬店出店
の申込は終了しています。

　兵庫支部は 1926 年（大正 15 年）に

設立された伝統ある支部の一つです。

年間の主要行事として、総会懇親会・

学術講演会・ゴルフ会・囲碁会・ハイ

キング等を実施しております。

　兵庫支部は日本海から瀬戸内海まで

非常に広範囲で、阪神地区と但馬地区

の学員との交流が途絶えがちなため、

一昨年から阪神地区

学員が但馬を訪ね、

カニ料理の一泊懇親

会を実施するなど、

相互の絆を深めてお

ります。また、近畿各支部との交流も

「近畿は一つ」を合言葉に活発に行っ

て団結を図っております。

　秋の全日本大学駅伝大会（熱田神宮

～伊勢神宮）には各支部観光バスで伊

勢路まで応援に駆けつけていますし、

定例支部交流行事の一つのゴルフ大会

は毎回 50 名を超える参加者があり、

白門の朋
和やかに楽しく過ごしております。そ

の他にも、各支部の花見等の行事にも

お互いに積極的に参加しております。

　今年は、新入会員の獲得を努力目標

に掲げ支部活性化に努めます。先ずは、

「集い」・「接し」・「知る」が基本と考

えて魅力ある支部にしたいと考えてお

ります。

中央大学学員会兵庫支部　　（支部長・走出保雄さん）

学員会は支部（同窓会）の設立を支援しています

　既に活動している地域や職場の同窓

会、サークルの OB 会で、学員会支部

の登録の届け出をしていない会や、こ

れから同窓に呼びかけて新たな支部を

設立しようとする方々は、学員会本部

にご相談ください。

※  5 月11日、12日の学員会全国支部長会議、
定時協議員会・定時学員総会において、平
成 18年の総会で報告事項「（規約を厳格に
履行するために）支部名称中に“白門”“白
門会”を使うことを認めない」を撤回する
ことが報告されました。今後は、既存支部
の名称変更を認めるとともに、新設支部名
に「白門」を含めることを積極的に働きか
けていく方針が報告されました。
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 　中央大学は卒業生を学員と呼び、学員は卒業と同時に学

員会の会員になります。

　学員会の運営は、学員が納入する「学員会費」により賄

われています。この「学員会費」は、現在は 4年次に大学

が代理徴収していますが、かつては、卒業時に納入をお願

いしていました。そのため、2008 年以前の卒業生の中には

会費を納めていない方も多数存在します。

　「学員会費」を納めていない場合、学員として享受できる

サービスに差が生じたり、大学や学員会の意思決定の場へ

の参加に制約が生じたりします。しかし、卒業後時間を経

過した学員の中には、「学員会費」の納入方法をご存知ない

方が大半で、中には学員会の存在そのものも知らない方さ

え多いようです。

　そこで学員会では、学員会の存在をより多くの学員に

知っていただくとともに、既卒者の学員会費納入促進に努

めています。学員の皆様のご理解とご協力をお願いいたし

ます。

※ 学員会費の納入は専用のゆうちょ銀行振替用紙をご利用ください。
振替用紙は学員会本部にご請求ください。

　学員時報 477 号で既報の通り、学員会費納入者にお願い

していた「年会費」制度を廃止しました。制度に対する永

年のご理解とご協力に感謝申し上げます。

　学員会では財政ひっ迫状態に陥った2003年度から2011年

度までの9年間、「年会費」制を導入し学員の皆様にご協力を

いただく一方、2009年度からは大学の協力により、新卒業

生からの会費収入が確実となりました。

　こうした取り組みにより、財政難は解消しつつあり、平

成 23 年度をもって「年会費制度」を廃止することに改め

ました。

　「年会費」制度の廃止により、学員会が会員にお願いする

のは終身会費である「学員会費」のみに戻されました。

　学員会では今後とも、財政健全化に取り組み、そのため

の重点施策である既卒者の学員会費納入促進と、白門支援

金の創設による財政基盤強化に向け取り組んでまいりま

す。学員の皆様の一層のご理解とご協力をお願い申し上げ

ます。

※ 過去において、学員会費納入をもって「学員会に入会」と表現する
ことがありましたが、今後は、会則に基づき、「卒業をもって学員
会の会員」と表現することを徹底します。

学員会費について

既卒者の学員会費納入促進にご協力ください 年会費制度の廃止について

中央大学（学部・大学院）を卒業した時点で「学員」となる

本年新設しました。支援金の使用目的を具体的にし、住所が判明している全
会員にご支援をお願いします。募集方法等詳細は今後決定いたします。

2009年以降の学部卒業生　　　　在学中の4年次に大学に預託　

2008年以前の卒業生　　　　卒業時に納入。未納の場合は卒業後に納入

学員会への
入会

学員会費
（終身）の
納入

白門
支援金

学員会からの
お知らせ

既卒者の納入促進

（2005 年度以降の入学生）
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